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天満天神七夕祭では伝承に
ちなんだ松の木の御供や、
鉾流神事に使う人形が穢れ
払いのために備えられる。そ
れに合わせ、星愛七夕まつり
では、境内に夜店が並び、
吹奏楽コンサートなどが行わ
れる。大道芸人が腕を競う 

「天満天神街道芸祭」も。

7/7　3:00PM〜9:00PM
天満天神七夕祭／
星
ほ し あ い

愛七夕まつり

本殿で御神霊を遷された御
羽車（神輿に似る）が天神橋
筋商店街を巡幸。

7/23　11:00AM〜

御
お は ぐ る ま

羽車巡幸祭

約100艘・総勢約12,000人が
乗船した船が往復約7キロの
航路を渡御する。

7/25　6:00PM〜

船
ふ な と ぎ ょ

渡御八軒家浜から下流へ向かって、
LEDで光る「いのり星」を放
流。輝く天の川が生まれる。

7/7　7:00PM〜9:00PM
平成OSAKA
天の川伝説

神様に奉納するために、約
5,000発の花火が打ち上げら
れる。

7/25　日没〜9:00PM
奉納花火

天満橋〜剣先公園の間で行
われる日本最大のドラゴンボ
ートの祭典。今年で22回目を
迎える。

7/18　8:45AM〜6:00PM
天神祭奉納
ドラゴンボート
選手権大会

天神祭は宵宮と本宮の２日間だけじゃない。
祭を支える人びとは、
多くの神事や関連行事を積み重ねて本番へ向かう。
いわば、このひと月の流れ全体が天神祭。
シマのすぐそばで、もう祭は始まっている。

天神祭カレンダー
◉
6
／
26（
土
）　

装し
ょ
う
ぞ
く
た
ば
り
し
き

束
賜
式
→
Ｐ
５

◉
7
／
7（
水
）

天
満
天
神
七
夕
祭
→
Ｐ
５

◉
7
／
9（
金
）

青あ
お
よ
し葦

奉
納
式　

茅
の
輪
に
用
い
る
青
葦
を
琵
琶
湖

か
ら
運
ん
で
奉
納
す
る
行
事
。

◉
7
／
21（
水
）

太た
い
こ鼓

中な
か

当と

や屋
開
き

各
講
社
の
本
部
と
な
る
当
屋
。
太

鼓
中
が
初
め
に
開
く
の
が
通
例
。

◉
7
／
22（
木
）

伏
見
三
十
石
船

献
酒
式

三
十
石
船
で
や
っ
て
来
た
船
唄
保

存
会
の
面
々
が
献
酒
を
奉
告
。

◉
7
／
23（
金
）

御
羽
車
巡
幸
祭
→
Ｐ
２

◉
7
／
24（
土
）

宵
宮

催
太
鼓
の
響
き
と
と
も
に
宵
宮
の

朝
は
明
け
る
。
鉾
流
神
事
が
厳
か

に
祭
本
番
を
告
げ
、
夕
方
に
は

「
準
備
完
了
」
を
知
ら
せ
る
催
太

鼓
や
獅
子
舞
の
巡
行
。
境
内
で
は

地
車
囃
子
が
祝
祭
ム
ー
ド
を
盛
り

帝国ホテル前の大川に係留し
た舞台船上で薪能を上演。

７/24　6:00PM〜

宵宮祭水
すいじょうたきぎのう

上薪能
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中
之
島
界
隈
も
舞
台
の
一
端
と
な
る
天
神
祭
。

千
年
を
超
す
歴
史
を
誇
る
日
本
三
大
祭
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、

実
は
そ
の
全
容
を
把
握
し
、

「
い
つ
ど
こ
で
何
を
見
ら
れ
る
か
」を
知
る
人
は
意
外
と
少
な
い
。

そ
れ
は
こ
の
祭
が
神
事
で
あ
り
、地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
り
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
…
と
複
数
の
要
素
が
絡
み
合
う

祭
り
の
巨
大
さ・多
面
性
が
一
因
だ
。

ま
ず
は
全
体
を
概
観
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

◉
天
神
祭
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
大
阪
天
満
宮
社
務
所
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☎
0
6-

6
3
5
3-

0
0
2
5

取
材・文
／
大
迫 

力　
松
本 

創（
本
誌
）　
写
真
／
ⓒ
大
阪
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

※
各
行
事
の
時
間
な
ど
は
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

天
神
祭
の

歩
き
方

3

総勢約3,000人の大行列が船
渡御の乗船場である天神橋
まで渡御を行う。

7/25　3:30PM〜

陸
り く と ぎ ょ

渡御

天神祭の前景気を盛り上げる
恒例行事。約80名の女性が
みこしをかつぐ。

7/23　11:30AM〜
ギャルみこし

北新地・堂島の賑わいを取り
戻すべく、鳳講・天神講獅子
が巡行する。戦前は北新地
も巡行コースに含まれていた
ことにもちなんでいる。

7/23　8:00PM〜9:30PM
北新地巡行

船上から神童の手により白木
の神鉾が流される。祭の起
源に倣った神事。

7/24　8:50AM〜

鉾
ほこながし

流神事

知
っ
て
い
る
よ
う
で

意
外
と
知
ら
な
い
か
も
？

上
げ
る
。

4
：
00
A
M
〜　

催も
よ
お
し
だ
い
こ

太
鼓
一
番
太
鼓

7
：
45
A
M
〜　

宵
宮
祭

8
：
50
A
M
〜　

鉾
流
神
事
→
Ｐ
５

4
：
00
P
M
〜　

催
太
鼓
巡
行

7
：
30
P
M
〜　

獅
子
舞
宮
入

4
：
30
P
M
〜　

ど
ん
ど
こ
船
宮
入

6
：
00
P
M
〜　

宵
宮
祭
水
上
薪
能

◉
7
／
25（
日
）

本
宮

朝
か
ら
境
内
に
響
く
太
鼓
や
お
囃

子
も
、
氏
地
の
平
安
を
祈
る
本
宮

祭
（
夏
大
祭
）
の
間
は
鳴
り
止
む
。

終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
陸
渡
御
が

出
発
。
続
い
て
船
渡
御
が
始
ま
り
、

水
都
の
祭
は
最
高
潮
を
迎
え
る
。

1
：
30
P
M
〜　

本
宮
祭

3
：
30
P
M
〜　

陸
渡
御
→
Ｐ
４

6
：
00
P
M
〜　

船
渡
御
→
Ｐ
４

船
渡
御
中
随
時

船
上
祭

日
没
〜　

奉
納
花
火
→
Ｐ
４

9
：
00
P
M
頃
〜　

催
太
鼓
宮
入

10
：
00
P
M
頃
〜　

還か
ん
ぎ
ょ
さ
い

御
祭

監
修
／
髙
島
幸
次　
天
神
祭
研
究
の
第
一
人
者
。
Ｐ
７
に
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
掲
載
。
ま
た
７
月
９
日
（
金
）、
追
手
門
学
院
大
阪
城
ス
ク
エ

ア
で
行
わ
れ
る
「
本
邦
初
演
！ 

天
神
祭
の
落
語
会
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
も
務
め
る
。
林
家
染
丸
・
桂
枝
三
郎
・
桂
三
風
の
３
名
と
「
天

神
祭
の
楽
し
み
方
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
ほ
か
、
３
名
が
１
席
ず
つ
天

神
祭
を
ネ
タ
に
し
た
落
語
を
披
露
す
る
。
2
・
00 

PM
〜
4
・
30 

PM
頃

1
8
9
0
円
（
５
名
以
上
で
申
し
込
む
と
1
名
1
4
7
0
円
）

1
0
6-

6
3
4
6-

8
7
0
0
（
毎
日
文
化
セ
ン
タ
ー
）



知ってる？ 天神祭

　天満界隈の旧家では、天神祭の日は正月並
みに豪勢な食卓になった。脂の乗ったハモ、明
石産のタコ、白天やカイワレなど、旬の食材を
並べて祝った。門前町の天神橋筋商店街でも、
ハモの湯引きや甘辛いつけ焼き、ハモ入りの白
天、タコの酢の物などが、あちこちの店で供さ
れる。渡御列の参加者が食べる縁起物が白蒸
し。もち米を蒸し、梅干しを乗せて竹皮で包ん
だ携帯食で、腹もちが良く、傷まないのがいい
という。祭当日は境内でも販売される。

天神祭の「食」と言えば。
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平
安
時
代
中
期
の
天
暦
３
年
（
９
４
９
）

に
創
祀
。
そ
の
約
50
年
前
に
九
州
の
太
宰
府

へ
左
遷
さ
れ
、
無
念
の
死
を
遂
げ
た
菅
原
道

真
公
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
、
全
国
に
設
置

さ
れ
た
天
満
宮
の
一
つ
。
道
真
公
が
九
州
へ

行
く
途
上
に
参
拝
し
た
摂
津
の
大
将
軍
社
に
、

あ
る
日
７
本
の
松
が
生
え
、
夜
ご
と
金
色
に

輝
い
た
。
そ
の
不
思
議
な
出
来
事
を
知
っ
た

天
皇
が
、
こ
の
地
に
新
た
な
天
満
宮
の
造
営

を
命
じ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
大
将
軍

社
は
天
満
宮
境
内
に
現
存
す
る
。
創
祀
の
２

年
後
に
は
鉾ほ

こ
な
が
し
し
ん
じ

流
神
事
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
天

神
祭
と
し
て
発
展
し
た
。
７
月
25
日
の
本
宮

だ
け
で
１
０
０
万
人
が
集
ま
る
と
い
わ
れ
る

日
本
最
大
級
の
夏
祭
で
あ
る
。

　
８
４
５
～
９
０
３
年
。
学
者
、
漢
詩
人
、

政
治
家
。
幼
い
頃
か
ら
秀
才
で
、
高
名
な
学

者
と
な
っ
た
一
方
、
政
治
家
と
し
て
も
重
用

さ
れ
た
。
が
、
出
世
を
ね
た
む
政
敵
の
策
謀

で
都
を
追
わ
れ
、
ま
も
な
く
死
去
。
そ
の
直

後
か
ら
落
雷
な
ど
の
天
変
地
異
が
相
次
ぎ
、

政
敵
を
は
じ
め
朝
廷
の
要
人
が
次
々
と
急
死

し
た
こ
と
か
ら
崇
り
と
恐
れ
ら
れ
、
道
真
公

を
祀
る
天
神
信
仰
が
生
ま
れ
た
。
現
在
は
学

問
の
神
様
と
し
て
有
名
。

  　
社
殿
に
い
る
神
様
が
、
年
に
一
度
、
氏
地

の
平
安
を
見
届
け
て
回
る
の
が
渡
御
、
そ
の

お
供
に
氏
子
た
ち
が
行
列
を
組
む
の
が
渡

御
列
。
天
神
祭
の
陸
渡
御
は
境
内
を
出
発
し

約
４
キ
ロ
の
道
程
を
約
３
０
０
０
人
が
歩

く
。
催も

よ
お
し
だ
い
こ

太
鼓
を
先
頭
に
、
御
羽
車
や
獅
子
舞

の
第
１
陣
、
天
神
さ
ん
を
乗
せ
た
御ご

鳳ほ
う
れ
ん輦

の

あ
る
第
２
陣
、
玉た

ま
神み

輿こ
し

と
鳳
お
お
と
り
み
こ
し

神
輿
の
第
３
陣

か
ら
な
る
。
一
行
は
、
天
神
橋
の
た
も
と
か

ら
船
に
乗
り
込
み
船
渡
御
へ
。
お
迎
え
の
船

も
合
わ
せ
１
０
０
隻
余
り
が
夜
の
大
川
を

行
き
交
う
。
約
60
年
前
ま
で
は
現
在
と
反
対

の
中
之
島
方
面
へ
向
か
っ
て
い
た
。

　
御
鳳
輦
船
で
行
わ
れ
る
船
上
祭
が
終
わ
る
と
、

桜
ノ
宮
公
園
と
川
崎
公
園
か
ら
約
５
０
０
０

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、「
火
と
水
の
祭

典
」
は
最
高
潮
を
迎
え
る
。
神
様
に
奉
納
す
る

目
的
で
始
ま
り
、
江
戸
時
代
か
ら
庶
民
の
楽
し

み
に
な
っ
て
い
た
。
天
満
宮
社
務
所
で
は
１
発

５
０
０
０
円
で
市
民
か
ら
の
協
賛
も
募
っ
て
お

り
、
記
念
品
と
し
て
三
号
玉
の
レ
プ
リ
カ
が
も

ら
え
る
。

い大阪天満宮
【
お
お
さ
か
て
ん
ま
ん
ぐ
う
】

菅
原
道
真

【
す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね
】

陸
渡
御・船
渡
御

【
り
く
と
ぎ
ょ
・
ふ
な
と
ぎ
ょ
】

奉
納
花
火

【
ほ
う
の
う
は
な
び
】

陸渡御に出る御鳳輦（上）。前後を賑やかな太鼓や神輿が行く。
一方、船渡御の眺め（下）は優雅で涼しげ。動と静の好対照。

◉
天
神
祭
の「
い
ろ
は
」

基
礎
知
識
編



ろ
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天
神
祭
で
重
要
な
役
割
を
担
う
諸
役
を
任

命
す
る
神
事
始
め
の
行
事
。
神
童
、
随ず

い
し
ん身

、

牛う
し
ひ
き
ど
う

曳
童
子じ

、
猿さ
る
田た

彦ひ
こ
を
務
め
る
氏
子
に
、
宮

司
か
ら
装
束
が
手
渡
さ
れ
る
。
毎
年
６
月
下

旬
（
今
年
は
26
日
）
に
行
わ
れ
、
祭
の
準
備

は
こ
こ
か
ら
正
式
に
動
き
出
す
。
式
を
終
え

る
と
葬
式
参
列
や
ケ
ン
カ
を
禁
じ
ら
れ
、
本

宮
直
前
の
３
日
間
に
な
る
と
、
神
童
と
そ
の

家
族
は
肉
を
食
べ
て
は
な
ら
な
い
。

　
天
神
祭
の
起
源
と
な
っ
た
神
事
。
古
く
は
、

１
年
の
折
り
返
し
の
日
に
鉾
を
川
に
流
し
、

流
れ
着
い
た
先
に
御
旅
所
を
設
け
て
、
残
る

半
年
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
い
た
（
夏な

ご
し
の越

祓は
ら
え）。
こ
の
時
に
氏
子
た
ち
が
お
供
し
た
の

が
船
渡
御
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
船
渡
御
の

コ
ー
ス
が
固
定
さ
れ
た
現
在
も
、
祭
の
幕
開

け
を
告
げ
る
重
要
な
神
事
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
お
り
、
毎
年
７
月
24
日
の
朝
、
鉾
流
橋

の
た
も
と
か
ら
堂
島
川
に
漕
ぎ
出
し
た
船
の

上
で
厳
粛
に
行
わ
れ
る
。
鉾
を
流
す
神
童
は

西
天
満
小
学
校
の
児
童
か
ら
選
ば
れ
る
。
な

お
、
鉾
と
は
刀
の
よ
う
な
も
の
で
、
疫
病
な

ど
の
災
厄
を
断
ち
切
る
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
船
渡
御
は
大
き
く
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
る
。
神
様
の
乗
る
４
隻
が
「
奉
安
船
」。

な
か
で
も
天
神
さ
ん
の
乗
物
で
あ
る
御
鳳
輦

を
乗
せ
て
い
る
の
が
御
鳳
輦
奉
安
船
。
そ
の

前
後
を
お
供
す
る
の
が
「
供ぐ

ぶ奉
船せ
ん
」。
天
神

橋
～
飛
翔
橋
間
を
周
回
す
る
、
こ
の
２
グ
ル

ー
プ
が
神
事
を
担
う
。
一
方
、
飛
翔
橋
か
ら

川
を
下
っ
て
お
迎
え
に
出
る
の
が
、
企
業
や

経
済
団
体
が
自
社
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
出
す

「
奉
拝
船
」、
神
楽
や
能
を
奉
納
す
る
「
舞
台

船
」。
自
由
に
動
き
回
り
、
渡
御
列
を
賑
わ

す
「
列れ

つ
が
い
せ
ん

外
船
」
に
は
、
昔
な
が
ら
の
手
漕
ぎ

の
ど
ん
ど
こ
船
、
御
迎
人
形
の
レ
プ
リ
カ
を

飾
る
人
形
船
が
あ
る
。「
停
泊
船
」
は
か
が

り
火
を
焚
き
、
川
面
を
照
ら
す
。

　
天
満
は
古
く
か
ら
「
星せ

い
し
ん辰
信
仰
」
の
地
で

あ
り
、
天
満
宮
が
で
き
る
２
５
０
年
前
に
は

大
将
軍
社
が
あ
っ
た
。
周
囲
に
は
明
星
池
、

七
夕
池
、
星
合
池
と
い
う
３
つ
の
池
が
あ
り
、

人
び
と
は
水
面
に
映
る
星
に
疫
病
退
散
を
祈

っ
た
。
７
月
７
日
に
は
穢け

が
れ
を
は
ら
う
星
祭

（
七
夕
祭
）
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が

後
に
天
満
宮
の
鉾
流
神
事
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
。
こ
う
し
た
歴
史
に
倣
い
、
平
成
７
年

７
月
７
日
に
復
活
し
た
の
が
「
天
満
天
神
七

夕
ま
つ
り
」。
本
殿
で
の
神
事
の
ほ
か
、
境

内
で
は
茅
の
輪
く
ぐ
り
や
天
神
橋
筋
商
店
街

の
「
星
愛
七
夕
ま
つ
り
」
で
賑
わ
う
。

◉
天
神
祭
の「
い
ろ
は
」

神
事
編

装
束
賜
式

【
し
ょ
う
ぞ
く
た
ば
り
し
き
】

鉾
流
神
事

【
ほ
こ
な
が
し
し
ん
じ
】

御
鳳
輦
奉
安
船

【
ご
ほ
う
れ
ん
ほ
う
あ
ん
せ
ん
】

七
夕

【
た
な
ば
た
】

若松の浜（天満警察署の南）から船を漕ぎ
出し、龍笛の調べの中、白木の神鉾を流す。 

「東風吹かば…」の和歌やこの肖像画（大阪
天満宮文化研究所所蔵）にもあるように、
菅原道真公の梅の花好きは有名。
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天
神
祭
に
奉
仕
す
る
た
め
に
氏
子
が
結
成

す
る
有
志
の
組
織
。
神
事
は
天
満
宮
の
神
職

が
行
う
が
、
神
様
の
お
迎
え
や
奉
納
を
す
る

「
神し

ん
し
ん賑
行
事
」
は
、
こ
の
講
社
が
担
う
。
講

社
の
始
ま
り
は
江
戸
時
代
中
期
と
い
わ
れ
、

現
在
は
新
旧
32
を
数
え
る
が
、
地
縁
組
織
だ

け
で
な
く
、
同
業
者
単
位
の
組
織
が
多
い
の

が
商
人
の
町
ら
し
い
。
例
え
ば
、
米
穀
商
の

「
御お

き
ん
が
い
こ
う

錦
蓋
講
」、
酒
造
会
社
や
酒
屋
の
「
御お
み神

酒き
こ
う講

」、
出
版
関
連
業
者
の
「
大
阪
書
林
御

文
庫
講
」
な
ど
。
各
講
社
に
は
決
ま
っ
た
役

割
が
あ
り
、「
太た

い
こ
な
か
鼓
中
」
な
ら
催
太
鼓
、「
地じ

車ぐ
る
ま
こ
う

講
」
な
ら
地だ
ん
じ
り
ば
や
し

車
囃
子
を
担
当
す
る
。
祭
が

近
づ
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
拠
点
と
な
る
「
当と

屋や

」
を
境
内
に
構
え
る
。

　
神
様
を
お
迎
え
す
る
た
め
の
豪
華
絢
爛
な

風
流
人
形
。
江
戸
時
代
に
は
、
祭
が
近
づ
く

と
氏
地
の
各
町
が
飾
り
、
船
渡
御
の
際
に
は

船
の
舳
先
に
立
て
た
。
町
人
に
人
気
の
あ
っ

た
歌
舞
伎
や
文
楽
の
人
物
が
多
く
、
幕
末
の

頃
に
は
50
体
以
上
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
存

す
る
の
は
真
田
幸
村
、
酒
田
公き

ん
と
き時
、
木
津
勘

助
な
ど
16
体
（
う
ち
14
体
が
府
の
文
化
財
）。

数
体
が
境
内
な
ど
に
展
示
さ
れ
る
。

　
祭
で
は
、
太
鼓
、
鉦か

ね
、
笛
、
掛
け
声
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
音
が
飛
び
交
う
。
旧
天
満
青
物

市
場
が
奉
納
し
、
今
で
は
た
っ
た
一
台
残
る

だ
け
と
な
っ
た
地
車
が
奏
で
る
の
は
大
太
鼓
、

小
太
鼓
、
鉦
に
よ
る
お
囃
子
。
大
太
鼓
は
、

皮
を
打
つ
「
中
打
ち
」
と
縁
を
打
つ
「
フ
チ

打
ち
」、
そ
れ
に
鋲び

ょ
うを

ガ
ラ
ガ
ラ
こ
す
る
３

つ
の
奏
法
が
あ
る
。
84
台
も
の
地
車
が
あ
っ

た
江
戸
時
代
に
は
、
地
響
き
が
す
る
ほ
ど
だ

っ
た
ら
し
い
。

　
船
渡
御
で
船
同
士
が
行
き
交
う
時
、
宮
入

り
の
際
に
は
地
車
の
前
で
、
そ
れ
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
交
わ
さ
れ
る
祝
い
の
手

打
ち
。「
打
ち
ま
ー
し
ょ
、
も
ひ
と
つ
せ
え
、

祝
う
て
三
度
」
の
声
に
合
わ
せ
て
、
２・２
・

３
回
、
手
拍
子
を
打
つ
。
無
事
に
祭
が
行
わ

れ
、
神
様
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
氏
子
同
士

が
喜
び
合
う
挨
拶
な
の
で
、
神
様
が
乗
る
御

鳳
輦
な
ど
に
向
け
て
や
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。「
打
ー
ち
ま
し
ょ
」
と
言
葉
を
伸
ば

す
部
分
が
変
わ
る
女
締
め
も
あ
る
が
、
天
神

祭
で
は
行
わ
れ
な
い
。

はは講社
【
こ
う
し
ゃ
】

御
迎
人
形

【
お
む
か
え
に
ん
ぎ
ょ
う
】

大
阪
締
め

【
お
お
さ
か
じ
め
】

地
車
囃
子

【
だ
ん
じ
り
ば
や
し
】

　町衆が支える天神祭では、観光客を迎えるボ
ランティアも盛んだ。例えば「天満天神御伽衆」。
大阪天満宮文化研究所の講座修了生たちが、
境内や奉拝船でガイドを務める。また、かつて
天満市場の人たちがシジミの貝殻でこしらえ、
境内を飾り立てたフジ棚の「造り物」を再現し、
彩りを添える。２日間で500トンにも上るゴミに
立ち向かうのは天神祭美化委員会、通称「ダス
トバスターズ」の面々。1500ものゴミ箱を設置し、
祭の終わった夜中まで回収に回る。

祭を支えるボランティア。

唯一残るのは屋根が３層になった珍しい三ツ屋根地車。
境内では地車囃子に合わせた「龍踊り」も見られる。

かつては佐々木高綱だとされていた御迎人形。明治に
入り、実は豊臣方の真田幸村だとカミングアウト。

◉
天
神
祭
の「
い
ろ
は
」

町
人
編



　
天
神
祭
の
全
体
を
見
た
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
神

主
は
境
内
で
神
事
を
務
め
、
渡
御
に
出
て
も
目
の
前
は
い
つ
も
同
じ

背
中（
笑
）。
氏
子
は
講
社
の
奉
仕
に
忙
し
い
。
船
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
、

船
上
か
ら
の
風
景
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
私
が
知
る
中
で
は
た
っ
た
一

人
、
講
社
を
抜
け
た
後
に
全
部
見
て
回
っ
た
方
が
い
ま
し
た
が
、「
13

年
か
か
っ
た
」
と
言
っ
て
ま
し
た
よ
（
笑
）。

　
そ
も
そ
も
祭
と
は
神
様
を
「
祀
る
」
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
日
常
的

に
神
社
で
や
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
天
神
祭
は
、
そ

の
神
様
が
社
殿
を
離
れ
て
氏
地
を
巡
行
す
る
と
い
う
形
を
取
る
た
め
、

空
間
的
な
広
が
り
が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、氏
子
に
す
れ
ば
「
年
に
一
度
、

天
神
さ
ん
が
来
て
く
れ
は
る
の
に
仕
事
な
ん
か
し
て
る
場
合
や
な
い
」

と
な
る
。
着
飾
っ
て
、
賑
や
か
な
音
立
て
て
お
迎
え
せ
な
い
か
ん
、
と
。

こ
れ
が
「
神
賑
行
事
」
で
す
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
観
光
集
客
を
狙

っ
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
天
神
祭
は
神
職
が
担
う
神
事
を
核
と
し
て
、
そ
の
回
り

に
氏
子
に
よ
る
神
賑
行
事
、
さ
ら
に
外
側
に
観
光
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
い
う
ド
ー
ナ
ツ
状
の
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　
船
渡
御
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、
神
様
の
乗
る
奉
安
船
は
神
事
で

す
が
、
お
迎
え
の
奉
拝
船
は
神
賑
行
事
、
橋
や
岸
で
見
て
い
る
人
た

ち
は
観
光
で
す
。
花
火
は
一
見
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
で
す
が
、

本
来
は
神
様
に
奉
納
す
る
神
賑
行
事
。
神
楽
や
お
囃
子
も
、
か
が
り

火
を
焚
く
の
も
そ
う
。
神
様
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
や
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
う
し
た
構
造
が
「
誰
が
、
何
を
、
何
の
た
め
に
や
っ
て

い
る
の
か
」
を
わ
か
り
に
く
く
し
て
い
る
一
因
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
、
こ
れ
は
祭
の
歴
史
と
成
熟
の
証
し
と
も
言
え
ま
す
。
鉾
流

神
事
が
始
ま
っ
た
9
5
1
年
以
来
、
神
賑
行
事
が
中
止
に
な
る
こ
と

は
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
近
く
は
戦
時
中
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の

時
（
1
9
7
4
年
）。
10
年
前
に
は
、
香
淳
皇
后
の
斂
葬
の
儀
が
本
宮

の
7
月
25
日
と
重
な
り
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
結
局
、

社
殿
で
の
神
事
は
例
年
通
り
厳
粛
に
執
り
行
い
、
渡
御
な
ど
の
行
事

は
翌
26
日
に
延
ば
す
こ
と
で
解
決
し
た
ん
で
す
。
神
事
と
神
賑
行
事

が
分
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
対
処
で
き
た
ん
で
す
ね
。

　
こ
う
し
て
1
0
6
0
年
続
く
祭
の
中
で
、
神
事
は
一
度
も
途
絶
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
28
年
（
1
9
5
3
）
に
は
、
船
渡
御

の
コ
ー
ス
が
、
地
盤
沈
下
で
橋
を
く
ぐ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
そ

れ
ま
で
の
中
之
島
方
面
か
ら
正
反
対
の
現
在
の
コ
ー
ス
に
変
わ
る
と

い
う
大
き
な
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
そ
の
時

ど
き
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
変
わ
ら
な
い
部
分
と
変

え
ら
れ
る
部
分
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
大
事
。
こ
の
点
で
、
天
神
祭
の

三
重
構
造
は
大
き
な
強
み
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。

7

天
神
祭
は
な
ぜ

 「
わ
か
り
に
く
い
」

の
か
？

神
事
と
神
賑
行
事
と
観
光
イ
ベ
ン
ト

「
伝
統
」と「
変
化
」を
併
せ
持
つ
強
み

船
渡
御
、花
火
、ギ
ャ
ル
み
こ
し
…
。

水
都
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
大
祭
で
あ
り
、千
年
の
歴
史
を
誇
る

大
阪
の
夏
の
風
物
詩
な
が
ら
、天
神
祭
は
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
に
く
い
。

ゆ
え
に
、見
ど
こ
ろ
も
わ
か
り
に
く
い
。な
ぜ
だ
ろ
う
。

天
神
祭
研
究
の
第
一
人
者
、髙
島
幸
次
先
生
に
聞
い
て
み
た
。

取
材・構
成
／
松
本 

創（
本
誌
）

千
年
の
歴
史
と

三
重
構
造

髙
島
幸
次（
大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
／
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）



Anointed 
Mass 
Choir 

8

　
中
之
島
の
西
の
端
、
中
央
卸
売

市
場
を
越
え
る
と
そ
こ
は
野
田
。

自
転
車
で
町
内
を
回
る
豆
腐
屋
さ

ん
が
い
た
り
と
、
昔
な
が
ら
の
生

活
風
景
が
あ
る
。
昨
年
秋
に
引
っ

越
し
て
き
た
建
築
家
の
矢
部
達
也

さ
ん
は
、
そ
ん
な
野
田
の
様
子
を

見
て
、「
せ
っ
か
く
地
面
に
接
し

て
い
る
の
だ
し
、
閉
じ
て
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
事
務
所
兼
住
居
ビ

ル
の
１
階
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー

ス「CUT the CORNER

」と
し

て
開
放
す
る
こ
と
に
。
３
月
に
は

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
作
品
展
、

そ
し
て
現
在
は
知
人
で
古
書
店
も

営
む
加
藤
博
久
さ
ん
が
、
水
曜
・

土
曜
限
定
で
「
水す
い
ど土

書
店
」
を
開

店
し
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
、
サ
ー

フ
ィ
ン
、
地
図
、
文
学
、
建
築
な

ど
棚
に
並
ぶ
本
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

好
き
な
人
に
は
そ
れ
と
分
か
る
隣

接
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
水
平
展
開
読
書

が
進
み
そ
う
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

「
ま
だ
決
め
て
い
な
い
け
ど
、
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
矢

部
さ
ん
。
実
は
中
之
島
線
を
よ
く

利
用
す
る
島
民
で
も
あ
っ
た
。（
大

迫 

力
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

CUT the CORNER meets
‘books + kotobanoie’「水土書店」
矢部達也建築設計事務所（http://www.
dezanani.net/office/）１階にて開店。７月24
日（土）まで、毎週水曜・土曜の12:00PM〜
6:00PM。同時に〝本読み＂でもある矢部さん
の蔵書も読むことができ、図書館のようでも
ある。ちなみに加藤さんの本業はボルボ専門
の中古車販売業。ネット販売の古本も良い
味の出たセレクト（http://kotobanoie.com/
index2.html）

２０１０年７月１日発行

日時／７月９日（金）　9:20AM〜10:15AM
場所／京阪シティモール前広場（天満橋駅下車すぐ）
問い合わせ／☎06-6944-2525
 （京阪電車宣伝担当／9:00AM〜6:00PM、土・日・祝休）
http://www.okeihan.net

　
中
之
島
で
は
一
昨
年
か
ら
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
の
大
会
。
今
年
も
中
之
島
４
丁

目
に
特
設
さ
れ
る
会
場
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
中
之

島
の
恒
例
行
事
と
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
今
大
会
も
注
目
選
手
が
多
く

出
場
し
、
注
目
度
は
高
い
。
写
真

の
浅
尾
美
和
選
手
を
は
じ
め
、
男

子
で
も
元
日
本
代
表
の
朝
日
健
太

郎
選
手
な
ど
、
人
気
選
手
が
顔
を

揃
え
る
。
オ
フ
ィ
ス
街
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
も
面
白
い
「
ビ
ー
チ
」
も
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
と
言
え
る
。
チ
ケ

ッ
ト
は
京
阪
電
車
三
条
駅
・
丹
波

橋
駅
・
枚
方
市
駅
・
京
橋
駅
（
7

月
13
日
ま
で
）
の
ほ
か
、
各
種
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
発
売
中
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

開催日：前期7月31日（土）～ 8月9日（月）
　　　　後期8月16日（月）～ 8月24日（火）
開催場所：大阪市役所、大阪市中央公会堂、芝川ビル、元立誠小学校（京都市）、
　　　　　大阪市立芸術創造館、大阪市旭区民センター
主催：IWF実行委員会（LLPアートサポート、
　　　（財）大阪２１世紀協会、関西広域機構）
共催：大阪市
問い合わせ：IWF実行委員会事務局
　　　　　〒535-0003 大阪市旭区中宮1-11-14 大阪市立芸術創造館内
　　　　　2080-3841-6006 (受付時間：10:00AM 〜 6:00PM)
●DOORSの詳細はHP（http://www.artcomplex/net.doors/）や、
　地下鉄駅構内などで配布のチラシをご覧ください。

●大阪城サマーフェスティバル実行委員会事務局〈（財）大阪21世紀協会内〉 　206-6942-2004（月～金曜9:30AM ～ 5:30PM）　http://www.osaka21.or.jp/ 

　
特
集
で
取
り
上
げ
た
天
神
祭
は

大
阪
の
夏
の
風
物
詩
だ
が
、
京
都

の
夏
の
お
祭
り
と
言
え
ば
や
は
り

祇
園
祭
が
代
表
格
。
山
鉾
巡
行
な

ど
を
前
に
し
て
高
ま
り
つ
つ
あ
る

祇
園
祭
の
ム
ー
ド
を
、
大
阪
で
も

感
じ
る
催
し
が
京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー

ル
前
広
場
に
て
行
わ
れ
る
。

　
７
月
９
日
、
放
下
鉾
祇
園
囃
子

保
存
会
の
囃
子
方
の
み
な
さ
ん
が
、

「
コ
ン
チ
キ
チ
ン
」
の
祇
園
囃
子

を
披
露
。
ま
た
、
舞
妓
さ
ん
も
登

場
し
て
、
厄
除
け
の
粽
ち
ま
きを
配
っ
て

く
れ
る
（
数
量
限
定
）。
粽
は
、

祇
園
祭
の
鉾
が
建
つ
間
、
そ
れ
ぞ

れ
の
山
鉾
の
前
で
売
り
出
さ
れ
る
。

と
言
っ
て
も
食
べ
る
も
の
で
は
な

く
、
京
都
で
は
授
か
っ
た
粽
を
１

年
間
、
家
の
門
口
に
飾
っ
て
厄
除

け
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。
お
祭
り

の
気
分
に
浸
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま

ふ
ら
り
と
京
都
ま
で
出
か
け
て
み

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。（
大

迫 

力
・
本
誌
）

 「ビーチバレー大阪カップ 中之島大会」
7月15日（木）～18日（日）中之島ビーチ（特設会場）
前売券：15日（木）、16日（金）1,000円／17日（土）、18（日）1,500円
当日券：15日（木）、16日（金）1,500円／17日（土）、18（日）2,000円
※小学生以下は前売り、当日券共に500円。すべて自由席、当日限り有効。
※雨天決行、荒天中止の場合は払い戻し。※中之島ビーチ（特設会場）へ
の入場は無料ですが、メインコートでの試合観戦にはチケットが必要です。
問い合わせ／キョードーインフォメーション☎06-7732-8888
●最新情報はhttp://www.mbs.jp/beachvolleyball/
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Anointed 
Mass 
Choir 日時：8月22日（日）6:30PM（開演）　※小雨決行

場所：大阪城西の丸庭園
料金：大人3,000円（前売り2,500円）　
　　　小中学生1,000円
問い合せ：206-6450-0505
　　　　　（アノインティッド マス クワイヤー大阪城 事務局）

開催日：前期7月31日（土）～ 8月9日（月）
　　　　後期8月16日（月）～ 8月24日（火）
開催場所：大阪市役所、大阪市中央公会堂、芝川ビル、元立誠小学校（京都市）、
　　　　　大阪市立芸術創造館、大阪市旭区民センター
主催：IWF実行委員会（LLPアートサポート、
　　　（財）大阪２１世紀協会、関西広域機構）
共催：大阪市
問い合わせ：IWF実行委員会事務局
　　　　　〒535-0003 大阪市旭区中宮1-11-14 大阪市立芸術創造館内
　　　　　2080-3841-6006 (受付時間：10:00AM 〜 6:00PM)
●DOORSの詳細はHP（http://www.artcomplex/net.doors/）や、
　地下鉄駅構内などで配布のチラシをご覧ください。

天に向かって歌う歌、それが「ゴスペル」。
言葉でも音程でもリズムでもない。
心のままに、感情のままに、透明な気持ちで歌う
シンガーたちが夏の夜の大阪城に集います。
年齢、性別、宗教に関係なく

「一人一人の祈りのメッセージ」を、
他に追随を見ない圧倒的なハーモニーで表現します。
そして、どんなサプライズが飛び出すか!

　みなさんが“ちょっとやってみたいな”と思うような趣味や習
い事、例えば、ヨガやベリーダンス、落語、講談、能楽やDJ体験、
ペーパークラフトやアロマテラピーをはじめとした多種多様な講
座がワンコイン500円で楽しめるのが、ワークショップフェスティ
バル「DOORS（ドアーズ）」です。中には、昨年も好評を博した、
テレビでお馴染みのコンドルズ近藤良平さんの「炎のワークショ
ップ」や元ニュースキャスターの平松邦夫さんの講座などもあります。
　今年は大阪市内で４会場、新たに京都市内に１会場を設けて、
250のワークショップを開催しますので、ご興味をお持ちの講座に
お早めにお申込みください。

「西の丸庭園プロジェクト」とは?
8月20日～ 25日、大阪城西の丸庭園の
特設ステージを舞台に、音楽ライブやテ
レビ番組の公開収録、薪能など、さまざ
まなコンテンツが繰り広げられます。

●大阪城サマーフェスティバル実行委員会事務局〈（財）大阪21世紀協会内〉 　206-6942-2004（月～金曜9:30AM ～ 5:30PM）　http://www.osaka21.or.jp/ 

西の丸庭園プロジェクト

～祈りのゴスペル～　
アノインティッド マス クワイヤー
大阪城LIVE!!

◎体験型講座が250種類! 　
◎夏休み期間に開催する19日間のワークショップフェスティバル!
◎誰でも気軽に体験できる「文化創造の扉」　
◎参加費はいずれも500円

250 DOORS

音楽、テレビ、アート、伝統芸能…
大阪城とその周辺にさまざまなイベントが集合!
大阪城サマーフェスティバル2010
7月7日（水）～9月5日（日）
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　大阪市中央公会堂や中之島図書館など、
明治〜昭和初期にかけて生まれた近代建
築は、大阪のシンボルとも言える存在だ。
だが、街の風景を形づくっているのはレ
トロ建築ばかりではなく、むしろ1950
〜 70年代、高度成長期に建設されたビ

ルも多い。あまりスポットの当たらない
そうした「戦後ビル」は、経済成長の追
い風を受けて丹念に手間暇をかけてつく
られており、そのシブい魅力は近代建築
とは違う味わい深さがある。
　今回の講師は、そんな戦後ビルの魅力

に取りつかれ、『月刊ビル』なる偏愛雑
誌まで出版してしまったＢＭＣ（ビルマ
ニアカフェ）のみなさん。ビルの細部の
名称や素材、マークなどディテールまで
遊び尽くそうとする貪欲な精神は感動的。
目指せ、ビルマニア！

ナカノシマ大学
NAKANOSHIMA UNIVERSITY

2010年
8月講座

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もしく
はＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスについ
ては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してください。
ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「目指せ！ ビルマニア養成講座」
講師／ BMC（ビルマニアカフェ）
日時／8月26日（木）　7:00PM 〜（開場6:30PM 〜）
会場／丹平ビル　4階会議室
受講料／1,500円　
定員／100名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会　協賛／関西電力株式会社

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は http://www.nakanoshima-univ.com

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

お問い合わせ106-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

レトロ近代建築だけじゃない。大阪の街を形づくる「戦後ビル」を見よ！

 「目指せ！  ビルマニア養成講座」
BMC（ビルマニアカフェ）

BMC（ビルマニアカフェ）
1950 〜70年代のビルをこよなく愛する５人の
ユニット。一級建築士、街の不動産屋、雑貨
屋店主など多彩な顔ぶれが揃う。７月30日（金）・
31日（土）には千日前・味園ビルで大ビアガー
デンを開催するなどナイスな企画を連発中。
http://bldg-mania.blogspot.com/

会場はもちろん、丹精こめた渋ビルで！
会場は平野町の丹平ビル。ヴォーリズ建築
事務所が設計。階段や壁、手すりなど、細
かい部分まで丁寧に造られたビルで、ビルマ
ニアにとっては憧れの場所。薬の卸業を営む
会社の自社ビルで、普段は社員の人しか入れ
ない会議室を特別に提供していただきます！

新朝日ビル（1958年）

浪花組（1964年） ビルリバーセンター（1965年）

リバーサイドビルヂング
（1965年）

10
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変の中心にあった京都や江戸とは違
う「幕末大坂の風景」をテーマにし

たナカノシマ大学５月講座。講師は、本誌幕
末特集で監修・寄稿いただいた高島幸次先生。
　大坂の幕末を知る手掛かりとして先生がま
ず挙げたのは、後に倒幕の志士となる清河八
郎が遺した旅行記『西遊草』。「天下の富地」
らしい賑わいはあるが江戸ほどではないとい
う感想や、天神祭の船渡御を難波橋から眺め
た話などが綴られている。大坂にもやがて不

こから浮かび上がるのは、小説やドラマに出
てくる志士たちとは異なる視点から、政局の
行く末を見守る町人の姿だった。

穏な空気は満ちてくる。不正を
働く役人や利益を独占する商人
への「天誅」を宣告する張り紙
が町中に貼り出され、実際に首
がさらされることも。
　髙島先生が研究員を務める大
阪天満宮には、こうした町の動
向を伝える貴重な史料が多数残る。新選組を
警戒して天神祭が中止になったり、「ええじ
ゃないか」のような大騒ぎが流行したり。そ

「風雲急!? 幕末大坂の風景」
 @追手門学院 大阪城スクエア　講師／髙島幸次

5月20日（木）

政

　日本文化の根源は京
都だと言う人は多いが、
必ずしもそうではない。
奈良時代の文化は、外
国から直輸入したもの
を日本流にアレンジし

て根付いた。海外の文化をなんとかして取
り入れようとしたエネルギーは大きい。反
対に京都は外国文化を取り入れる機会が少
なく、一種の鎖国状態だった。要するに「隅
っこ引きこもり文化」やね。
　また、東京の場合は明治維新を機にヨー

ロッパ文化を取り入れていくが、学問や工
業といった表面的なものだけを取り入れて
いる。ヨーロッパ文化にはなんでもキリス
ト教が思想的背景にあるけど、医学でも技
術のみが入ってきて、医学倫理は根付かな
かった。ところが、奈良の場合は、仏教と
一緒に根底的に文化を輸入している。光明
皇后が悲田院を造るのは、仏教文化に基づ
いた福祉政策であって、仏教と文化はひと
つの塊として入ってきた。そこが東京とは
段違い。日本を考える時に、奈良から見る
と、東京も京都も大阪も違って見えてくる。

開催記念！  千田 稔氏インタビュー「奈良から見ると、大阪も京都も違って見える」

平城遷都1300年「奈良から見た大阪〜平城京と難波京〜」

●募集要項
日時／７月27日（火）　
　　　7:00PM 〜（開場6:00PM 〜）→地図Ｐ23
会場／追手門学院 大阪城スクエア
受講料／2,100円　
定員／400名
主催／ナカノシマ大学事務局　追手門学院
協力／大阪21世紀協会
協賛／関西電力株式会社
◎申し込みはナカノシマ大学ホームページ、
もしくはハガキかファックスで。
お送り先はＰ10をご覧ください。
※必ずご希望の講座名を明記してください。

ナカノシマ大学7月講座 締め切り迫る！

高



21世紀の懐徳堂プロジェクト　7月の時間割 ナカノシマ大学ほか、中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

「大阪財界人の文化活動―懐徳堂記念会の設立とその周辺―」飯塚一幸（大阪大学文学研究科教授）
懐徳堂の儒者たちを顕彰するため発足した懐徳堂記念会の誕生を通し、大阪財界人の文化活動を考える。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ月26

大阪大学21世紀懐徳堂

会場／アイ・スポット（淀屋橋odona2階）　受講料／無料　申し込み・問い合わせ／大阪市計画調整局☎06-4866-6803

●大阪大学21世紀懐徳堂i-spot講座  大阪大学が大阪市と協同で淀屋橋odona2階「アイ・スポット」で開催する講座です。

「パリ、シャンソン地図」深川聡子（文学研究科・招聘研究員） 
シャンソンの題材として特権的なトポスを数多く擁するパリを、曲を鑑賞しながら地図を片手に辿る。

6:30ＰＭ～
8:00ＰＭ水21

「協働のまちづくり」加賀有津子（工学研究科・教授） 
住民が主役となってまちづくりに取り組んでいる事例を紹介しながら、まちづくりについて考える。

6:30ＰＭ～
8:00ＰＭ金30

会場／大阪大学中之島センター　申し込み・問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224

●Handai-Asahi中之島塾  大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

「古代語の謎を解く」蜂矢真郷（大阪大学名誉教授、中部大学教授） 受講料:1,575円
古代の言葉について、形や意味を変えながら現代でも用いられているものを中心にその語の成り立ちや由来を考える。

1:30ＰＭ～
3:00ＰＭ土17

「美味しく食べる～口からの健康～」脇坂聡（歯学研究科教授） 受講料:3,150円（全2回）
第1回は「歯と歯周組織」、第2回は「味覚受容器」について解説し、「美味しく食べる」ことの重要性を考える。

10:30ＡＭ～
12:00ＰＭ土

31・8/7

会場／立命館アカデメイア＠大阪　受講料／各2,000円　申し込み・問い合わせ／立命館アカデメイア＠大阪内　大阪オフィス☎06-6201-3610

●大阪・京都文化講座「京と大坂―歴史・文化・学問をたどる―」
「モダン都市大阪の衛生・疾病・環境」廣川和花（大阪大学総合学術博物館助教）
経済・文化の繁栄と共に公害なども深刻であった昭和初期の大阪。この時代の衛生状態から当時の大阪の姿に触れる。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ月5

「作られた『京都』らしさと景観」中本大（立命館大学文学部教授）
常に「京都らしさ」が求められる京都の景観。その確立の経緯を古典文学に描かれた風景を辿りながら迫る。

2:00ＰＭ～
3:40ＰＭ月12

大阪大学が立命館大学文学部、
立命館大阪オフィスと共催しているセミナーです。

会
場
Ｇ

「ポーポー屋料理教室」中東ゆうこ（ポーポー屋店主） 参加費：3,800円
今回は沖縄料理！プロから学ぶ沖縄野菜の処理の仕方から料理のコツまで、丁寧にお教えします。

11:00ＡＭ～
2:00ＰＭ日11

「落語を楽しむ」桂蝶六（落語家） 受講料：2,000円（テキスト付）
上方落語に描かれる登場人物の目線や背景など理解しておくと、落語鑑賞がもっともっと面白くなります。木15 会

場
Ｄ

7:00ＰＭ～
8:30ＰＭ

「限定30枚！オリジナルしおりをつくろう！！」中村真由美（エイブルアート・カンパニー登録作家） 参加費：無料
あなたのお気入りの張り子「ハリポテ」のイラストを、中村真由美が会場でしおりに描きます。

1:30ＰＭ～
3:30ＰＭ土

17・24
会
場
Ｅ

G 鳥かごキッチン 
大阪市西区北堀江1-14-21　
鳥かごビルヂング２F 
☎06-6531-7827
ippuku-popo@rio.odn.ne.jp

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円
古今東西の名作を参加者全員で読みまくる夜です。具体的に配役に分けて、名作文章の世界を楽しんでいただきます。火13 会

場
Ａ

7:30ＰＭ～
9:00ＰＭ

「奥村昭夫デザインワークショップ」奥村昭夫（グラフィックデザイナー） 受講料：3,800円（交流会の料金含まず）
グリコのロゴなどで有名なグラフィックデザイナー、奥村昭夫氏によるデザインワークショップ。土17 会

場
Ｃ

5:00ＰＭ～
7:30ＰＭ　
※終了後、
交流会あり

「トリ・スクール」岡山 拓（美術家） 受講料：2,500円（1ドリンク付）
展覧会カタログを参照しながら、初めての人でも分かるようにゆっくり美術史や各種ムーブメントについてお話をします。月19 会

場
Ｆ

10:00ＡＭ～
1:00ＰＭ

2:00ＰＭ～
5:00ＰＭ

「夏の苔玉ワークショップ＆フリーマーケット」松本（グリーンショップ「三日月豆」店主） 参加費：3,800円（ランチ付）
インテリアに欠かせない植物。好きな植物を選んで、世界にひとつの苔玉を作りませんか？月19 会

場
Ｇ

11:00ＡＭ
1:00ＰＭ
3:00ＰＭ

（3回から選択）

「珈琲の美味しい淹れ方」百合知佳（百合珈琲） 参加費：2,000円（焼き菓子＋コーヒー豆付　3回5,000円）
美味しいコーヒーの常識が変わります。3回終了された方には、百合珈琲より修了書が贈られます。水21 会

場
Ｇ

2:30ＰＭ～
4:00ＰＭ



21世紀の懐徳堂プロジェクト　7月の時間割 ナカノシマ大学ほか、中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

A common cafe
大阪市北区中崎西1-1-6 吉村ビルB1F　
☎06-6371-1800　
http://www.talkin-about.com/cafe/
B 中崎町サロン文化大学
大阪市北区鶴野町　
http://nakazakicho-u.blogspot.com/

C ＯＯＯ（オーー）
大阪市北区西天満4-1-5 若松町センタービル 2c　
☎06-6362-5150
http://www.outofoffice.jp/
D フレイムハウス 
大阪市中央区淡路町1-6-4　
☎06-6226-0107　misalele39@gmail.com 
http://www.katana.cx/~fureimu/ 

E タピエスタイル
大阪市中央区南船場4-4-17 B1 
☎06-4963-7450
http://www5f.biglobe.ne.jp/~tapie/
F 欧風食堂 ミリバール
大阪市西区立売堀1-12-17 artniks bld. 　
☎06-6531-7811
http://www.artniks.jp/millibar/

G 鳥かごキッチン 
大阪市西区北堀江1-14-21　
鳥かごビルヂング２F 
☎06-6531-7827
ippuku-popo@rio.odn.ne.jp

「楽しむ紅茶」納多寿恵子（ティーライフコーディネイター） 受講料：2,000円（紅茶、お菓子付）
濁らないアイスティーの淹れ方、アイスアレンジティーの楽しみ方をご紹介します。火27 会

場
Ｄ

7:00ＰＭ～
8:30ＰＭ

「マクロビオティックサロン」豊村恵子(料理研究家） 受講料:2,000円(料理費込み)
「ネリkitchen」の豊村さんが、「夏野菜を煮込んだラタトゥイユ」のつくり方をご紹介します。土31 会

場
Ｂ

11:00ＡＭ～
0:30ＰＭ

「健康講座～自分のカラダを自分で治す」合田光男（国際東洋医療専任講師） 受講料：2,000円
カラダの不調を手技、つぼ療法、金粒療法、東洋医学経筋治療によって自分の手で整える方法を学びます。土31 会

場
Ｄ

2:00ＰＭ～
4:00ＰＭ

「働き方を見直すワークショップ」笹部朗(ファシリテーター） 受講料:1,000円
キャリアアップにゼッタイ不可欠な働き方とは何かを考えるワークショップです。土31 会

場
Ｂ

7:00ＰＭ～
8:30ＰＭ

「野菜好きのための料理教室」 奥有里子（鳥かごキッチン） 参加費： 2,500円
体のために野菜を摂りたいけど、忙しくて…という方のための、シンプルでアレンジの利く野菜料理教室です。水28 会

場
Ｇ

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

「パーツもアイテムも自分セレクトでハンドメイド！」blooms bury（アクセサリー作家） 参加費：2,940円　
定員：各日5名　カチューシャ・バレッタなどからアイテムを選び、お花やリボンのパーツから好みをセレクト、製作。

1:30ＰＭ～
3:30ＰＭ

土

日

31・8/1
会
場
Ｅ

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下1階の［アートエリアB1］。7月のラインナップはこんな感じ。

まちあるきカフェ「学生が語る京阪神まちの魅力」 定員30名
京阪神のまちを歩いた学生達と、建築家・六波羅氏が木造家屋の魅力、まちの資源の活用法などについて考える。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ金2

会場／アートエリアB1
参加費／すべて無料
開場／それぞれ開始30分前から

問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）☎06-6850-6632
［場所などについて］アートエリアB1☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
※7/25以外は申し込みは不要ですが、当日先着順とさせていただきます（入退場自由）。※お客さま参加型のプログラムです。

サイエンスカフェ「阪大大学院生による数学・物理の最前線への招待７・8」 定員30名
大阪大学大学院生が数学と物理の最先端を案内。日頃うかがい知れない基礎科学の研究世界をわかりやすく解説。

6:30ＰＭ～
8:30ＰＭ水

7・21
アーティストワークショップ10「高橋匡太の仕事　光のアートプロジェクト」 定員50名
光の可能性を実験する高橋匡太が、2010年のミラノサローネ出展や、12月に開催する「夢のたね2010 OSAKA」への想いを語る。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ火13

中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「希望をもつ、ということ」 定員50名
「希望がもちにくい」世の中になったといわれる今の日本で、希望をもつ、とはどういうことなのかについて考える。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ水14

鉄道カフェ「鉄カフェをみんなで考える15」 定員50名
今年、京阪電車が開業100周年を迎えた話題など、鉄道ファンから初心者まで、皆で鉄道に関する様々な情報を交換しよう。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ木22

中之島哲学コレージュ／哲学セミナー「ポロロッカ―ぼくらは生きている」 定員50名
戦争や貧困が世界を襲い、人間を使い捨てにしていく流れに抵抗する闘い「ポロロッカ運動」について考える。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ金23

ラウンドテーブル「流れ出るアート」 定員50名
芹沢高志、黒田雷児、山田創平、雨森信の各氏による「場所とアートについての４つの発言」から表現の可能性を考える。

3:00ＰＭ～
6:00ＰＭ土24

ワークショップデザイナーカフェ「ワークショップデザイナーと考えるワークショップイリュージョン」 定員30名
 （要申込／wsd_lab@yahoo.co.jp）ワークショップに対する疑問に、ワークショップデザイナー育成プログラム修了生が語る。

1:30ＰＭ～
4:30ＰＭ日25

オルタナティブカフェ「移動のオルタナティブ」 定員40名
“ヒッチハイク”の実践者にエピソードを伺いながら、「移動」をめぐる様々について共に考える公開型ミーティング。

7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ水28
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青
春
時
代
の
密
か
な
悩
み
。
そ
れ
は
私
の
場
合
、
頭

髪
だ
っ
た
。

　
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
髪
の
毛
が
多
く
、
散
髪
屋

で
は
毎
回
、
櫛
状
の
ハ
サ
ミ
で
す
き
刈
り
を
し
て
も
ら

う
ほ
ど
だ
っ
た
。
だ
か
ら
将
来
、
髪
の
毛
の
こ
と
で
悩

む
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

　
髪
の
毛
で
悩
ん
だ
と
い
え
ば
、
中
学
２
年
生
の
と
き
、

サ
ッ
カ
ー
部
で
秋
の
新
人
戦
に
破
れ
、
ク
ラ
ブ
の
全
員

が
丸
坊
主
に
な
っ
た
と
き
く
ら
い
だ
。
髪
の
毛
が
な
く

な
る
と
、
私
は
「
ト
ン
ガ
リ
」
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け

ら
れ
た
。
頭
の
て
っ
ぺ
ん
が
、
握
り
拳
の
よ
う
に
と
ん

が
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

　
こ
れ
に
は
わ
け
が
あ
る
。
５
歳
く
ら
い
だ
っ
た
と
思

う
が
、
祖
母
の
家
で
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
マ
ン
ト
に
ス
ー

パ
ー
マ
ン
ご
っ
こ
を
し
て
い
て
、
出
窓
か
ら
思
い
切
り

飛
び
上
が
っ
た
ら
、
天
井
が
思
い
の
ほ
か
低
く
、
し
た

た
か
に
頭
を
打
っ
た
の
だ
。
そ
の
衝
撃
で
お
そ
ら
く
骨

膜
が
刺
激
さ
れ
、
頭
頂
部
の
骨
が
盛
り
上
が
っ
て
し
ま

っ
た
（
今
も
そ
の
名
残
は
あ
る
）。
髪
の
毛
が
あ
る
と

き
は
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
丸
坊
主
に
な
っ
て
、
露
見

し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
高
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
校
則
も
ゆ
る
か
っ
た
の
で
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
風
の
蓬
髪
に
し
て
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
で

ボ
ー
ル
を
追
っ
て
走
る
と
、
髪
が
風
に
吹
か
れ
て
波
打

つ
。
そ
れ
で
「
ラ
イ
オ
ン
丸
」
と
呼
ば
れ
た
り
し
た
。

　
少
々
ア
タ
マ
の
お
か
し
い
高
校
生
だ
っ
た
私
は
、
父

の
チ
ッ
ク
を
借
り
て
（
当
時
は
ム
ー
ス
な
ど
な
か
っ
た
）

髪
を
両
側
に
逆
立
て
、「
魔
人
ガ
ロ
ン
」
み
た
い
な
髪

型
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
な
ら
パ
ン
ク
か
ビ

ジ
ュ
ア
ル
系
で
通
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
は
た
だ

の
「
変
人
」
と
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
鬱
屈
し
た
高
校
・
予
備
校
時
代
を
経
て
、
何
と
か
大

学
に
入
っ
た
私
は
、
明
る
い
青
春
を
謳
歌
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
何
気
な
く
見
た
三
面
鏡
で
、
信
じ

ら
れ
な
い
事
実
に
遭
遇
し
た
の
だ
。
後
頭
部
の
地
肌
が

う
っ
す
ら
透
け
て
い
る
…
…
。

　
そ
れ
を
発
見
し
た
と
き
の
背
筋
も
凍
る
よ
う
な
恐
怖

は
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
自
分
が
「
ハ
ゲ
」
る
。

そ
の
運
命
的
な
絶
望
は
、
そ
う
遠
く
な
い
先
に
、
小
惑

星
が
地
球
に
激
突
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
天
文
学
者
の

そ
れ
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
思
い
当
た
る
節
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
私
の
父
は
頭
頂
部
が
丸
く
は
げ
て
お
り
、
祖
父
は

前
額
部
が
大
き
く
後
退
し
て
お
り
、
写
真
で
見
る
曾

祖
父
は
完
全
な
ハ
ゲ
チ
ャ
ビ
ン
だ
っ
た
。
も
し
遺
伝
が

順
番
通
り
な
ら
、
私
は
チ
ャ
ビ
ン
の
番
だ
が
、
は
は
は
、

ま
さ
か
、
こ
の
「
ラ
イ
オ
ン
丸
」
が
と
、
そ
れ
ま
で
は

気
に
も
留
め
な
か
っ
た
の
だ
。

　
い
っ
た
ん
気
づ
く
と
恐
怖
は
膨
れ
上
が
り
、
四
六
時

中
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
ま
ず
警
戒
し
た
の
は
、
だ
れ
か

に
気
づ
か
れ
る
こ
と
だ
。
自
意
識
過
剰
の
私
に
は
、「
若

ハ
ゲ
」
な
ど
と
い
う
称
号
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
散
髪
の
と
き
は
異
様
に
ぴ
り
ぴ
り

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
記
●

青
春
の
密
か
な
悩
み

久
坂
部 

羊

14

illustration: maki yoshimura
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し
、
雨
や
風
で
髪
が
乱
れ
る
の
を
必
死
に
防
ぎ
、
人
に

後
ろ
に
ま
わ
ら
れ
る
こ
と
を
「
ゴ
ル
ゴ
13
」
並
に
嫌
う

よ
う
に
な
っ
た
。

　
も
っ
と
深
刻
な
の
は
、
つ
き
あ
っ
て
い
た
彼
女
が
ど

う
思
う
か
だ
っ
た
。
将
来
ハ
ゲ
そ
う
だ
か
ら
別
れ
る
と

い
う
よ
う
な
女
な
ら
、
こ
っ
ち
か
ら
願
い
下
げ
だ
！

と
言
え
る
ほ
ど
、
私
は
強
く
な
か
っ
た
。
ど
う
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
し
た
か
は
忘
れ
た
が
、
比
較
的
優
し
く
受
け

入
れ
て
く
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
そ
れ
で
も
、
大
学
を
出
て
す
ぐ
結
婚
し
た
の
は
、
や

は
り
髪
の
毛
の
あ
る
う
ち
に
と
、
無
意
識
に
急
い
だ
せ

い
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
学
を
卒
業
し
て
、
研
修
医
に
な
っ
て
す
ぐ
、
私
は

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
養
毛
剤
な
る
も
の
を
使
っ
た
。「
ミ

ラ
ク
ル
グ
リ
ー
ン
」
と
い
う
抜
群
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
薬

だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
医
薬
部
外
品
で
あ
り
、
名
前
倒
れ

の
ま
や
か
し
品
だ
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
、
私
は
絶
え
ず
周
囲
を
気
に
す
る
自
分
に

嫌
気
が
さ
し
、
思
い
き
っ
て
五
分
刈
り
に
し
た
。
中
学

２
年
生
以
来
の
短
髪
で
あ
る
。
地
肌
が
透
け
て
見
え
る

の
は
、
髪
が
薄
い
か
ら
で
は
な
く
、
髪
が
短
い
か
ら
だ

と
い
う
自
己
韜と
う
か
い晦
に
走
っ
た
の
だ
。

　
青
春
記
と
は
や
や
ず
れ
る
が
、
さ
ら
に
後
年
、
私
は

ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
ま
で
し
た
。
40
歳
の
と
き
で
、
当
時
、

私
は
外
務
省
の
医
務
官
と
い
う
仕
事
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
の
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
徐
々
に
減
っ
て
い
く
髪
を
惜
し
む
自

分
に
、
突
如
、
む
か
っ
腹
を
立
て
た
こ
と
だ
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
へ
の
出
張
中
、
発
作
的
に
散
髪
屋
に
入
っ
て
剃

っ
て
も
ら
っ
た
。
帰
宅
す
る
と
妻
は
言
葉
を
失
い
、
子

ど
も
た
ち
は
ソ
フ
ァ
の
陰
に
隠
れ
た
。

　
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
す
る
と
、
い
く
つ
か
新
た
な
発
見

が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
意
外
に
手
入
れ
が
面
倒
な
こ
と
。

剃
れ
ば
楽
か
と
思
い
き
や
、
ひ
げ
と
同
じ
で
、
毎
日
剃

ら
な
い
と
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
は
保
て
な
い
。
ま
た
、
頭
の

皮
は
ほ
か
の
皮
膚
と
ち
が
い
、
ト
カ
ゲ
の
よ
う
に
ぬ
め

っ
と
し
て
い
る
こ
と
も
驚
き
だ
っ
た
。
手
の
ひ
ら
を
当

て
る
と
、
ぴ
た
っ
と
貼
り
つ
く
。

　
そ
の
頭
で
泳
ぎ
に
行
く
と
、
背
中
と
同
じ
よ
う
に
頭

が
日
焼
け
し
て
、
皮
が
め
く
れ
た
。
上
手
に
剥
が
す
と
、

ト
ラ
ン
プ
く
ら
い
の
皮
が
取
れ
る
。
よ
く
見
る
と
毛
穴

が
び
っ
し
り
開
い
て
い
る
。
む
か
し
、
大
き
目
の
フ
ケ

を
取
る
と
、
同
じ
く
毛
穴
の
点
々
が
あ
っ
た
。
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
日
焼
け
で
め
く
れ
た
頭
皮
も
フ
ケ
の

一
種
？　
ト
ラ
ン
プ
ほ
ど
も
あ
る
世
界
最
大
の
フ
ケ
だ
。

こ
れ
は
ギ
ネ
ス
に
載
る
の
で
は
と
思
っ
た
が
、
申
請
せ

ず
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
の
は
今
な
お
残
念
に
思
う
。

　
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
遊
ん
で
い
た
が
、
だ
ん
だ
ん
手

入
れ
が
面
倒
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
元
に
も
ど
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
養
毛
剤
は
「
ミ
ラ
ク
ル
グ
リ
ー
ン
」
で
見
切
り
を
つ

け
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
、
医
薬
品
と
し

て
認
可
さ
れ
た
養
毛
剤
が
出
た
。
薬
名
ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル

と
い
う
市
販
の
液
体
薬
で
あ
る
。

　
い
く
ら
医
薬
品
で
も
、
私
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
ほ

ん
と
う
に
効
果
が
あ
る
な
ら
、
き
ち
ん
と
証
明
で
き
る

は
ず
だ
。
そ
こ
で
私
は
、
頭
の
左
半
分
だ
け
に
こ
の
薬

を
塗
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
な
ら
同
じ
人
間
で
試
す
の

だ
か
ら
、
病
院
の
治
験
よ
り
も
正
確
な
判
定
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
５
カ
月
間
、
実
験
を
続
け
た
結
果
は
、
残
念

な
が
ら
左
右
差
は
ゼ
ロ
。
こ
と
私
に
関
し
て
は
、
ミ
ノ

キ
シ
ジ
ル
は
医
薬
部
外
品
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
（
あ
く
ま
で
個
人
の
感
想
で
す
（
笑
））。

　
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
、
テ
レ
ビ
で
「
薄
毛
の

こ
と
を
い
ち
ば
ん
考
え
て
い
る
の
は
、
薄
毛
に
悩
む
お

医
者
さ
ん
で
す
」
と
い
う
ム
カ
ツ
ク
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
た
。

爆
笑
問
題
の
出
て
い
る
宣
伝
だ
。
こ
の
薬
は
市
販
薬
で

は
な
く
、
処
方
箋
の
い
る
薬
な
の
で
、
Ｃ
Ｍ
で
医
者
に

行
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
ど
う
せ
こ
れ
も
眉
唾
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
妻
が
近
所
か
ら
数
人
の
著
効

例
を
聞
き
つ
け
、
私
に
も
服
用
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　
説
明
書
に
よ
る
と
、
４
カ
月
で
う
ぶ
毛
が
太
く
な
り
、

半
年
で
周
囲
か
ら
「
増
え
た
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
年
で
４
人
に
１
人
が
効
果
を
実
感
す
る
と
あ

る
。
服
用
を
は
じ
め
て
そ
ろ
そ
ろ
10
カ
月
。
未
だ
周
囲

で
変
化
に
気
づ
い
た
者
は
い
な
い
。
し
か
し
、
実
は
本

人
は
わ
ず
か
な
が
ら
変
化
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。
妻
も

「
ぜ
っ
た
い
増
え
て
る
」
と
目
を
キ
ラ
リ
と
さ
せ
る
。

　
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
か
虚
し
い
。
何
か
、
モ
ヤ
モ
ヤ

す
る
。
胸
の
う
ち
に
自
己
破
壊
衝
動
が
う
ご
め
く
の
を

感
じ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
ま
た
突
如
、
ス
キ
ン
ヘ
ッ

ド
に
走
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
た
だ
し
、
医
者
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
間
は
し
な
い

つ
も
り
で
す
。
高
齢
者
の
訪
問
診
療
に
行
っ
た
と
き
、

「
坊
さ
ん
は
ま
だ
早
い
！
」
と
言
わ
れ
る
と
困
る
の
で
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。
5月末に出した長編『神の手』でいくつか取材を受けました。
NHK出版の上品な宣伝で、売れ行きもすこぶる上品なのが……。



大阪マルシェ「ほんまもん」は、京阪神を中心とする地元生産者の方々の
自慢の食材が並ぶ、安心・正直・新鮮・おいしいをモットーにした産直市場です。
先月から始まった淀屋橋odonaでの夕市はさっそく大好評。会社帰りの方が
晩ご飯の食材を買って帰ったり、近所に住む主婦の方が、自転車でやって来たり。
中之島とはひと味違う、オフィス街でのマルシェにも、ぜひ遊びに来てください！

※小雨決行、荒天中止とさせていただきます。※主催者側では駐車スペースをご用意しておりません。なるべく公共交通機関をご利用下さい。

通信

開催情報、出店のお申し込みなどお問い合わせは  ☎072-415-4500大阪マルシェ「ほんまもん」事務局（財）泉佐野市公園緑化協会内
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日 月 火 水 木 金 土
※開催時間は諸事情により、直前に変更になる場合があります。

この日はお休み

淀屋橋駅 北浜駅→

なにわ橋駅

中央
公会堂

地
下
鉄

御
堂
筋
線

出店予定ゾーン
（中之島公園）

大阪市役所
京阪本線

大阪市役所

淀屋橋駅

土佐堀川

出店
予定
ゾーン

地
下
鉄
御
堂
筋
線

御
堂
筋

大
川

帝国ホテル

OAP
タワー

桜ノ宮駅
大阪
環状
線

桜之宮
公園

天
満
橋
筋

出店予定
ゾーン

中之島公園 淀屋橋odona OAP

毎週土曜日は
中之島朝市

9:00AM〜2:00PM

毎週水曜日は
淀屋橋odona夕市

3:00PM〜8:00PM

淀屋橋odona
日曜朝市

11:00AM〜4:00PM

OAP日曜朝市
10:00AM〜3:00PM

早くも大人気!
オフィス街で夕市スタート。
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 月刊島民を

 「定期購読」
しませんか？

●料金　
8ケ月／1,600円（2010年8月号〜2011年３月号）
※料金には送料・手数料を含みます。
※7月23日（金）までにお申し込みいただくようお願いいたします。
●お申し込み方法
１.郵便振替　口座番号：00990-5-299267
２.現金書留　料金を同封し下記の宛先までお送り下さい。
〒530-0004　大阪市北区堂島浜2-1-29　古河大阪ビル４Ｆ
月刊島民プレス（株式会社140Ｂ内）宛
◎ご入金を確認した時点で、ご連絡を差し上げます。
　郵便振替の場合、手続きに２週間前後かかりますので、ご注意下さい。
※諸事情により、到着が２〜３日遅れる場合もあります。予めご容赦下さい。
※原則として、途中解約は受け付けておりません。
※ご記入いただいた個人情報は冊子・サービスを
　お届けするためだけに利用し、その目的以外での利用はいたしません。
●お問い合わせ　月刊島民プレス 定期購読係　☎06-4799-1340

ナカノシマ大学をはじめ、「学びの場」情報も加わり、
中之島から大阪へと拡大しつつある『月刊島民』。

「遠方に住んでいてなかなか手に入れられない」
「先月はうっかり取り損ねてしまって…」
ファンの方のそんな声に応えるべく、
昨年末から試験的に定期購読を行っていましたが、
今年春からは本格的にスタートしています。
毎月、確実に読みたい方はぜひお申し込み下さい。

ル・コントワール・ド・ブノワ  
大阪市北区梅田2-4-9 
ブリーゼブリーゼ33Ｆ　
☎06-6345-4388　
http://www.comptoirbenoit-osaka.com/
ランチ11:00AM〜2:30PM（L.O）　
カフェ2:30PM〜4:00PM（L.O）　
ディナー5:00PM〜9:30PM（L.O）　
不定休

休息の時間にも、
季節の味を。

●カフェタイム限定メニュー
ショコラ・リエジョワ

●フードフランスビストロ開催

コーヒーのグラニテと、チョコレート
のアイスクリーム、カリッとしたアー
モンド・キャラメルのヌガティーヌ。
冷たくさわやかな甘味とそれを引き
立てるほろ苦さが口の中で溶け合う、
夏のデザートです。

７月22日（木）〜 27日（火）
パリ７区の人気ビストロ

「レ・ココット」のシェフが来日！
ランチ￥3,600〜
ディナー￥6,000〜
※共に税・サ込み

コーヒーとのセット￥1,400
アルコールとのセット￥1,800
※共に税別・サ込み
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案
外
、
大
阪
は
ミ
ナ
ミ
や
梅
田
周
辺
し
か

行
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が
多
い
。
そ
う
い
う

人
を
中
之
島
公
園
に
連
れ
て
行
く
と
「
大
阪

に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
」
と
必
ず
驚

く
。
ま
た
普
段
、
心
斎
橋
筋
や
船
場
、
北
新

地
な
ど
を
ス
イ
ス
イ
と
泳
い
で
い
る
よ
う
な

大
阪
人
も
、
な
か
な
か
最
近
の
中
之
島
公
園

の
変
貌
に
気
が
つ
い
て
い
な
く
て
、「
え
ー
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
声

を
上
げ
る
。

　
京
阪
電
車
中
之
島
線
開
通
に
シ
ン
ク
ロ
す

る
よ
う
に
、
中
之
島
公
園
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
。
と
く
に
中
之
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
中
央
公
会
堂
か
ら
東
、
つ
ま
り
こ
の

な
に
わ
橋
駅
か
ら
バ
ラ
園
、
天
神
橋
、
剣
先

に
か
け
て
の
一
帯
は
、
こ
こ
１
年
で
が
ら
っ

と
様
変
わ
り
し
た
。

　
そ
の
中
之
島
公
園
の
ち
ょ
う
ど
ど
真
ん
中

に
あ
る
の
が
な
に
わ
橋
駅
で
あ
る
。
こ
の
駅

は
コ
ン
コ
ー
ス
階
の
吹
き
抜
け
に
木
が
使
わ

れ
て
い
る
。
ヒ
ノ
キ
の
一
種
で
あ
る
カ
ナ
ダ

産
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
と
の
こ
と
で
、
赤
っ
ぽ
い

18

中之島からゆく
駅前オーライ!

第4回

なにわ橋
文／江 弘毅（本誌）　絵／綱本武雄（本誌）

地
下
駅
を
上
が
れ
ば
中
之
島
の
ラ
ン
ドマ
ー
ク。

こ
れ
も
ま
た
、大
阪
の
駅
前
。
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無
垢
材
の
質
感
は
と
て
も
モ
ダ
ン
だ
が
落
ち

着
い
た
感
じ
が
す
る
。
地
上
ま
で
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
を
上
が
る
と
中
之
島
公
園
だ
が
、

そ
の
出
入
口
に
当
た
る
ア
ー
チ
型
の
建
物
は

安
藤
忠
雄
氏
に
よ
る
も
の
。
も
し
誰
か
を
案

内
す
る
と
き
は
、
そ
の
こ
だ
わ
り
を
自
慢
し

よ
う
。「
さ
す
が
中
之
島
公
園
内
に
あ
る
駅

だ
ろ
う
」
と
。

　
東
側
の
１
番
出
口
か
ら
は
、
中
央
公
会
堂

前
に
降
り
立
つ
。
そ
こ
が
ど
こ
だ
か
わ
か
ら

な
い
回
り
の
地
形
や
景
色
も
真
っ
暗
な
地
下

線
路
の
光
景
か
ら
、
無
垢
材
の
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
の
改
札
階
を
抜
け
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

ガ
ラ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
外
壁
の
抽
象
的
な
地
上

へ
の
連
絡
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
後
、
中
之
島

公
園
の
メ
イ
ン
・
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
近

代
建
築
煉
瓦
の
建
物
へ
の
い
き
な
り
の
対
面

は
「
あ
っ
」
と
驚
い
て
し
ま
う
。

　
そ
こ
か
ら
難
波
橋
へ
つ
づ
く
南
側
、
土
佐

堀
川
に
面
し
た
絶
好
の
場
所
に
は
、
６
月
初

旬
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
カ
フ
ェ
・
レ

ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
白
い
パ
ラ
ソ
ル
が
開
く

オ
ー
プ
ン
エ
ア
の
テ
ラ
ス
席
、
小
径
に
面
し

た
ガ
ラ
ス
・
ウ
ォ
ー
ル
か
ら
は
シ
ャ
ン
パ
ン

グ
ラ
ス
が
見
え
る
。
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
落

ち
着
い
た
感
じ
の
建
物
や
バ
ラ
園
の
緑
。
そ

ん
な
光
景
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
散
歩
し
た
く

な
る
。

　
左
右
「
な
に
わ
ば
し
」
と
あ
る
橋
名
板
の

う
え
に
阿
吽
ラ
イ
オ
ン
石
像
が
飾
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
ラ
イ
オ
ン
橋
」
と
異
名
を
取

る
難
波
橋
。
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
完
成

の
こ
の
橋
は
、
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
の
２
本

の
川
を
一
つ
の
橋
で
渡
る
構
造
に
な
っ
て
い

て
、
ち
ょ
う
ど
ま
ん
な
か
あ
た
り
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
古
い
劇
場
で
見
か
け
る
よ
う
な
豪
華

な
石
の
階
段
を
下
り
る
と
中
之
島
だ
。
橋
の

下
に
は
バ
ラ
園
が
続
く
が
、
そ
こ
か
ら
橋
を

渡
る
と
そ
の
ラ
イ
オ
ン
を
背
中
か
ら
見
る
こ

と
に
な
る
。
北
浜
へ
渡
っ
て
す
ぐ
南
側
に
回

る
と
そ
の
ラ
イ
オ
ン
が
口
を
開
け
て
い
る
方

だ
と
わ
か
る
。
こ
う
い
う
リ
ア
ル
な
発
見
が

お
も
し
ろ
い
。
土
佐
堀
通
越
し
の
左
前
に
大

阪
証
券
取
引
所
。
前
に
は
そ
の
発
起
人
と
し

て
五
代
友
厚
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。

　
さ
て
大
阪
城
天
守
閣
で
行
わ
れ
た
「
特
別

展
浪
花
百
景
―
い
ま
・
む
か
し
―
」
の
図
録

集
に
は
、
幕
末
の
歌
川
国く

に
か
ず員
に
よ
る
「
三
大

橋
」（
難
波
橋
、
天
神
橋
、
天
満
橋
）、「
浪
花

橋
夕
涼
」
の
２
枚
の
錦
絵
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
浪
花
橋（
難
波
橋
）の
こ
と
は
こ
う
あ
る
。

　
「
華
麗
な
照
明
灯
と
ラ
イ
オ
ン
の
彫
刻
が

独
特
の
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
難
波

橋
は
、（
略
）
橋
上
か
ら
十
有
余
の
橋
を
見

渡
せ
、
浪
花
三
大
橋
の
ひ
と
つ
に
も
数
え
ら

れ
る
名
橋
で
あ
り
、
夏
の
夕
べ
に
は
付
近
の

川
端
に
納
涼
客
を
あ
て
こ
ん
だ
茶
店
が
な
ら

び
、
ま
た
軍
書
講
釈
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
て

す
こ
ぶ
る
に
ぎ
や
か
で
あ
っ
た
」

　
さ
し
ず
め
今
の
難
波
橋
な
ら
、
茶
店
は
新

し
く
で
き
た
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
り
、

講
釈
は
大
阪
に
誰
か
を
案
内
す
る
際
の
「
こ

ん
な
場
所
も
あ
る
ん
で
す
」
と
い
う
あ
な
た

の
説
明
で
あ
る
。
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の
か
が
り
火
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
だ
と
い

う
。
少
し
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
炎
の
表
現
。

そ
の
か
が
り
火
の
光
を
よ
り
強
調
す
る
た
め

に
、
ア
ー
チ
を
な
ぞ
る
光
は
根
元
か
ら
中
央

に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
暗
く
な
っ
て
い
る
。

　
器
具
の
取
り
付
け
方
や
金
具
に
も
細
や
か

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
直
接
光
源
を
見

せ
る
の
で
は
な
く
、
光
を
間
接
的
に
こ
ぼ
す

こ
と
で
ま
ぶ
し
さ
を
抑
え
る
と
同
時
に
、
器

具
や
金
具
が
昼
間
の
風
景
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
央
部
分
の
ア
ー

チ
だ
け
は
剣
先
公
園
の
上
に
あ
た
る
た
め
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
が
暮

れ
る
と
公
園
の
先
端
か
ら
上
げ
ら
れ
る
大
噴

水
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
そ
の
時
、
東
か
ら

臨
ん
だ
中
之
島
は
ま
る
で
光
の
柱
を
頭
に
し

て
、
天
神
橋
の
光
翼
を
も
っ
た
鳥
の
よ
う
な

姿
に
な
る
。

　
何
度
失
わ
れ
て
も
甦
る
天
神
橋
。
今
度
は

ま
る
で
東
に
は
ば
た
く
不
死
鳥
の
よ
う
に
光

の
鳥
と
し
て
姿
を
現
し
た
。
輝
く
天
神
橋
の

風
景
は
、
中
之
島
へ
の
光
の
入
口
の
よ
う
に

見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
北
に
走
る
道
路
に

よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
大
阪
の
中
心
で
、

東
西
に
長
く
横
た
わ
る
中
之
島
。
こ
れ
か
ら

そ
の
一
つ
一
つ
の
場
所
に
灯
さ
れ
た
光
が
東

西
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
、
天
神
橋
は
不
死
鳥

の
姿
と
し
て
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
天
神
橋
は
過
去
に
三
度
姿
を
変
え
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
公
儀
橋
と
し
て
幕
府
に
よ
っ
て

架
け
ら
れ
た
の
は
木
橋
だ
っ
た
。
明
治
に
入

り
洪
水
の
濁
流
に
呑
ま
れ
落
下
し
た
天
神
橋

は
、
深
紅
の
鉄
橋
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

こ
れ
が
二
度
目
の
姿
だ
。
今
、
我
々
が
目
に

す
る
三
連
ア
ー
チ
の
鉄
橋
は
昭
和
９
年
（
１

９
３
４
）
に
架
け
ら
れ
た
三
度
目
の
姿
。
し

か
し
実
は
四
度
目
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
こ
の
光
の
橋
と
し
て

の
天
神
橋
だ
。

　
天
神
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
以
前
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ

た
の
は
水
都
大
阪
２
０
０
９
の
開
催
時
だ
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は
正
確
に

は
違
う
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
は
照
ら
さ
れ
る

橋
や
建
物
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
光
を
当
て

る
こ
と
だ
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
は
光
そ
の

も
の
を
風
景
と
し
て
見
せ
る
こ
と
だ
。

　
天
神
橋
の
特
徴
的
な
ア
ー
チ
構
造
は
内
部

か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
が

全
て
異
な
る
骨
組
み
が
き
れ
い
に
浮
か
び
上

が
る
よ
う
に
、
80
台
の
ラ
イ
ト
の
角
度
や
向

き
を
一
つ
ず
つ
微
妙
に
調
整
し
て
い
る
。
そ

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
殺
さ
な
い
よ
う
に
、
橋

の
外
側
に
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
た
。
水

上
を
渡
る
橋
の
直
線
と
ア
ー
チ
の
円
弧
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
L
E
D
の
光
が
走
る
。
ア

ー
チ
の
中
央
部
分
に
は
ひ
と
き
わ
明
る
い
ラ

イ
ト
が
二
つ
灯
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
神
祭

橋名板を照らすために
アーチの中央部分につ
けられた灯り。天神祭
のかがり火をイメージし
ている。この灯りを際
立たせるため、アーチ
をなぞる灯りは中央に
向かって徐々に暗くなっ
ている。

今月の
スポットライト！  中之島へ光を見に行く。

取材・文／花村周寛
（ランドスケープデザイナー）

取材協力／大阪市建設局　大阪市ゆとりとみどり振興局　
大阪・光のまちづくり企画推進委員会　関西電力株式会社

天神橋
vol.2

中
之
島
の
東
の
入
口
を

照
ら
す「
不
死
鳥
」。
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見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
南
北
に
走
る
道
路
に

よ
っ
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
大
阪
の
中
心
で
、

東
西
に
長
く
横
た
わ
る
中
之
島
。
こ
れ
か
ら

そ
の
一
つ
一
つ
の
場
所
に
灯
さ
れ
た
光
が
東

西
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
、
天
神
橋
は
不
死
鳥

の
姿
と
し
て
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

取材・文／太田 麻夏（本誌）

　難波橋の南詰、どっしりと
鎮座するライオン像の傍らで
目を引く建物がある。正面か
らは真っ白の壁にしか見えな
いが、橋から見ればやはりビ
ル。それにしてもあまりに細
く、個性的な姿をしている。
　「昔は中之島ってなんとな
く、薄暗いイメージだった。
小さい頃はあまり遊びに行く
こともありませんでした」そ

う語るのは、内本町に生まれ育ち、近くの小学校に通って
いたビルのオーナー。築40年以上建つこのビルはお祖父さ
んから受け継いだものだ。
　そこでカフェをやろうと思い立った一つのきっかけは、
一昨年から始まった「北浜テラス」だった。北浜テラスと
は中之島公園の整備や水都大阪2009の開催に先駆けて行わ
れた実験的プロジェクトで、イタリア料理店や蕎麦屋、居
酒屋など川べりの店がテラスを出し、京都・鴨川の床のよ
うに水辺での食事を楽しめる。人気を博し、今年からは４
店舗に常設されることとなった。変わりゆく中之島の姿を
見て、「このビルも何かに活かせるかな」と刺激された。
　そして今年３月、地上４階・地下１階のビルは［MOTO 
COFFEE］として生まれ変わった。小さなドアを入ってす
ぐのショーケースにはマフィンやパンが並ぶ。カフェスペ
ースは木の椅子やテーブルでくつろげる地下席と川べりの
テラス席。サラリーマンや散歩途中のお年寄りが、コーヒ
ーとパンを片手に読書や景色を楽しむ姿が見られる。
　洒落たカフェとなっているここに、昔は中華料理屋が入
っていたと聞いて驚いた。この狭いスペースでどうやって
料理していたのか。その姿も一度見てみたいと、コーヒー
を飲みながらふと考えた。

難波橋たもとの
小さなカフェは、
街の変化を映して。

コーヒーは名古屋［coffee kajita］
の豆を使用。苦味・酸味のバラ
ンスが良く、後味がすっきりして
いるのも特徴・コーヒーもパンや
マフィンもすべてテイクアウト可
能。これからの季節は木陰でアイ
スコーヒーなんていうのも良いかも
しれない。☎06-4706-3788　
12:00PM ～7:00PM　日・祝休

M
モト

OTO C
コーヒー

OFFEE

ブルーベリーマフィン（350円）、
季節のカレーパン（210円）、ホッ
トドック（280円）など、店内で
扱うパンは吹田の［mille village］
から毎日入ってくる。こだわりのア
イスコーヒー（500円）と一緒に。

外側だけでなく店内も基調は白で
統一。２階、３階には貸し切り使
用がメインとなる個室もあり、今
後はワークショップなどのイベント
の予定もあるそう。

第16回

［MOTO COFFEE］@北浜ライオンビルディング



夏
祭
り
で
男
を
上
げ
た
、根
津
四
郎
右
衛
門
。

　
「
根
津
の
親
方
、
こ
っ
ち
で
御
覧
な
さ
い

ま
し
」
と
、
淀
屋
橋
南
西
角
に
店
を
出
す
玉

田
屋
の
主
人
。
や
っ
て
き
た
の
は
身
の
丈
六

尺
有
余
。
年
頃
は
二
十
半
ば
。
肌
は
陽
に
焼

け
赤
銅
色
。
誰
あ
ろ
う
、
近
頃
、
中
之
島
の

蔵
屋
敷
へ
出
入
り
す
る
米こ

め
な
か
し

仲
仕
の
親
方
・
根ね

津づ
し
ろ
う
え
も
ん

四
郎
右
衛
門
。

　
「
大
坂
の
夏
祭
は
天
神
祭
だ
け
と
違
い
ま

す
で
」「
そ
う
か
な
」「
親
方
は
初
め
て
で
す

な
。
淡
路
町
の
御
霊
神
社
の
蒲
団
太
鼓
は
、

喧
嘩
太
鼓
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
で
ね
。
御
霊

筋
か
ら
土
佐
堀
川
沿
い
を
東
へ
来
て
、
淀
屋

橋
を
渡
り
ま
す
。
丁
度
こ
こ
が
一
等
席
」

　
程
な
く
、
橋
南
詰
辺
り
で
「
ウ
ワ
ー
ッ
」

と
い
う
歓
声
。「
来
ま
し
た
な
。
な
に
し
ろ

今
年
は
海か

い
ふ
ぼ
り

部
堀
の
合あ
い
も
の
な
か
し

物
仲
仕
が
担
い
で
ま
っ

さ
か
い
気
ィ
が
荒
い
。
お
ま
け
に
酒
に
酔
う

て
る
さ
か
い
…
何
事
も
な
け
り
ゃ
エ
エ
で
す

が
…
」
と
心
配
顔
の
玉
田
屋
。

　
す
る
と
「
危
な
い
、
ど
か
ん
か
ぃ
」
と
怒

鳴
る
声
。
見
る
と
、
太
鼓
台
が
淀
屋
橋
へ
差

し
掛
か
り
、
左
へ
曲
が
ろ
う
と
し
て
い
る
の

だ
が
、
酒
に
足
を
取
ら
れ
、
曲
が
り
き
れ
ず

に
南
東
詰
め
に
突
っ
込
ん
だ
。

　
こ
の
時
「
何
し
く
さ
る
。
見
物
衆
が
怪
我

す
る
や
な
い
か
」
と
、
一
人
の
若
い
者
が
、

太
鼓
台
の
棒
鼻
を
右
の
掌
で
「
グ
イ
ッ
」
と

押
し
返
し
た
。
そ
の
怪
力
た
る
や
、
太
鼓
台

が
止
ま
っ
た
。
こ
れ
で
怪
我
人
は
出
な
か
っ

た
が
、
煽
り
を
喰
ら
っ
て
太
鼓
台
は
横
倒
し
。

　
「
あ
い
つ
が
神
事
の
邪
魔
し
や
が
っ
た
！
」。

合
物
仲
仕
た
ち
は
己
の
不
手
際
を
棚
に
上
げ
、

「
い
て
ま
え
っ
」と
、そ
の
男
に
群
が
る
。「
西

横
堀
尼
崎
橋
の
石い

し
な
か
し

仲
仕
の
喜
三
郎
と
は
ワ
イ

の
こ
と
じ
ゃ
」
と
、
若
い
者
は
気
丈
に
も
一

人
で
立
ち
向
か
う
が
、
多
勢
に
無
勢
。
哀
れ

な
ぶ
り
殺
し
に
な
る
か
…
と
い
う
そ
の
時
早

く
か
の
時
遅
く
。
タ
タ
タ
ッ
と
飛
ん
で
来
た

の
が
根
津
四
郎
右
衛
門
。「
お
前
ら
酒
に
足

取
ら
れ
た
恥
を
一
人
の
男
に
擦
り
付
け
や
が

っ
て
」
と
、
数
十
名
を
土
佐
堀
川
へ
と
投
げ

込
ん
で
、
喜
三
郎
を
肩
に
担
ぐ
と
大
音
声
。

　
「
米
仲
仕
の
根
津
四
郎
右
衛
門
じ
ゃ
い

っ
、
文
句
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
来
や
が
れ

っ
！
」　

　
祭
り
は
神
事
で
あ
る
と
同
時
に
、
男
を
上

げ
る
格
好
の
場
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
話
は
こ

れ
か
ら
仲
仕
同
士
の
大
喧
嘩
へ
と
発
展
す
る
。

ア
ッ
、
勿
論
、
講
談
『
浪
花
侠
客
傳
』
の
一

節
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
ょ
く
ど
う
・
な
ん
か
い
　

１
９
６
４
年
、
兵
庫
県
加
古
川
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
卒

業
前
（
１
９
８
９
年
）
に
三
代
目
旭
堂
南
陵
に
弟
子
入

り
。
１
９
９
８
年
大
阪
市
よ
り
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
授
賞
。

得
意
ネ
タ
に
「
太
閤
記
」「
難
波
戦
記
」「
浪
花
侠
客
伝
」「
天

満
宮
霊
験
記
」
な
ど
。

上
方
講
談
師・旭
堂
南
海
の

第
十
三
回

中之島からもほど近い淡路
町にある御霊神社。今年の
夏祭りはは７月15、16日に
行われる予定。
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　なかなか中之島へ行けない。京阪電車に向かう道
中には多くの壁が立ちはだかっている。まず裏寺に

［百練］がある。なんとも街に馴染んできた酒や肴や
漬物を知らん顔をしてなかなか通り過ぎにくい。カ
ウンターで胡瓜の古漬をアテに熱燗を飲みたくなる。
しかし自分自身が関わっている店でもあり、行くと
悩みが増えるので早足で下向き加減で通り過ぎるこ
ともある。
　そして四条通を東へ進み京阪に向かう途中、高瀬
川を越える前に最近強烈な壁が出現した。木屋町の
団栗橋下がったところに新しくできた、焼肉屋の［ア
ジェ］のいわば２号店である。
　木屋町通沿いにヒョイとのれんが下がった焼肉屋。
俺は焼肉も好物には違いないが、俺がこの団栗橋の［ア
ジェ］に強く引きつけられるのは焼肉を食いたいか
らではない。宵の口の焼肉屋のカウンターで一杯飲
みたいからだ。
　木屋町通に面しているこの店の、カンテキが置かれ
たカウンターで酒を飲む。店の外を見ることはないが
ガラス戸から外の気配を感じることが出来る。お客さ
んがひっきりなしに入ってくるのも酒をうまくする。
別に酒なんかうまくなかったっていい。それがうま
くなる術を知っているから、味なんかどうだっていい。
　しばらくモヤシのナムルだけで飲む。そのうちに生
レバーと焼肉を注文する。並ミノとタンスジとウル
テ。上ミノが高級で並ミノが安物なのではない。圧
倒的に酒に合うのに並ミノなどと言われて並ミノが
かわいそうだ。俺は断然並ミノを支持する、きばる
ことないけど。聞き慣れない名前だけどタンスジは
うまい。だいたい最近の焼肉は肉の部位に名前を付
け過ぎている。チレやらマメやらシラズやらコブや
らタケノコやら。昔はみんなごちゃ混ぜにして食っ
ていて、部位の名前など覚える奴は変態だった。そ
してウルテ。俺はこのウルテをほとんど焼かずに食
うたり真っ黒に焦げるまで焼いて食ったりするのが
好きだ。だからウルテを注文すれば２種類の楽しみ
方があるというわけだ。
　そして酒を飲んでいても白飯は必ず早いめに肉と
一緒に注文する。焼けた肉を白飯の上でとんとんし
て肉汁とタレの焼肉の花を白飯の上に咲かすのであ
る。「白飯の上に咲く焼肉の花」というフレーズを俺
が生み出したのは約20年前。今思えばまさに天才だ。
　まあそんなこんなをしながら俺は焼肉で酒を飲み。
最後にドジョウ汁でフィニッシュする。俺はこの団
栗橋に焼肉屋が出来てから、12日間連続で行った。そ
して俺はジンマシンが出た。そのジンマシンは多分、
肉や酒が原因ではないと思う。それはドジョウ汁の飲
み過ぎなんだと俺は俺の中の医者が診断した。俺が
越えねばならないのはきっと団栗橋だろう。そう思う。

ばっきー・いのうえ　京都・錦市場の漬物店［錦・
高倉屋］店主にして日本初の酒場ライター。雑
誌『Meets Regional』などで名フレーズを量産
中。近著『京都 店 特撰』が絶賛発売中。

其の十
中之島へ行けない。団栗橋の壁。
12日間連続、焼肉屋で勝負球。

また来てしもたわ、
あー中之島。バッキー・

イノウエ
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『月刊島民』はここでもらえます。

2008年8月に創刊した『月刊島民』。大きな支持をいただいていることは、「バックナンバーありませんか？」と月刊島民プレスを訪ねてくる方々の多さからも伝わってきます。さて、そのバック
ナンバーにつきまして、1冊につき100円をいただくこととなりました。号を重ねていくうちに保管用のスペースが必要となり、そのための維持管理費を負担していただく形です。何卒、ご理解と
ご協力のほど、よろしくお願いします。お問い合わせは下記の電話番号まで。

バックナンバーお譲りします。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

次号予告 水辺にてカンパイ!
夏真っ盛りのうだる暑さをむしろ楽しむように、中之島のあちこちでは
ビアガーデンが大盛況。実はビールは中之島に縁深い“地酒”って知ってた?
●『月刊島民』vol.25は2010年8月１日発行です！
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